
 

AYA世代のがん患者支援について 
 

 

AYA世代とは 

AYA（アヤと読みます）世代とは、Adolescent＆Young Adult（思春期・若年成人）のことで、

一般に 15 歳から 39 歳の患者さんのことをいいます。AYA 世代には人生における重要なライフ

イベント（進学・就職・恋愛・結婚・出産・育児）が多いことが特徴です。しかしながら中高

年以降のがんに比べて患者さんの数が少ないことなどから、十分な医療提供および支援体制が

整っている施設は多くありません。 

 そこで平成 30 年に閣議決定された第 3 期がん対策推進基本計画の中に取り組むべき施策の

一つとして「AYA世代のがん医療の充実」が掲げられました。これを受け当院では令和元年 10

月に「AYA 世代支援チーム」を発足しました。定期的なチームミーティングを通しての情報共

有、啓発活動等を行い適切な支援体制を目指しています。 

 

当院の小児・AYA世代診療実績 

 
埼玉医科大学国際医療センター がん登録症例より（すべてのがんを含む） 

 

当院の支援体制 

当院の AYA世代支援チームは医師・看護師・薬剤師・ 

ソーシャルワーカー・リハビリスタッフ・事務員で 

構成されています。AYA世代の患者さんが直面する 

不安や悩みに対して向き合い、適切なケアや情報 

提供ができるよう支援させていただきます。 

 

 

教育支援・就労支援・経済支援 

ピアサポート（患者交流会）の充実 

生殖相談外来 

相談窓口案内 



例えばこんな時は・・・？ 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

問い合わせ先 がん相談支援センター 

対応可能時間 月曜日～土曜日 8：30～17：00 

電話 042-984-4329（直通） 

 

・長期の入院で高校（大学）での授業はどうなるの？ 

・同年代でがんになった人の話が聞きたい。 

・今後の就職活動はどうなってしまうのか？ 

・子供がほしかったのに、がんが見つかってしまった。 

・自分の病気のことを小学生の子供にどのように話した

らよいのか？ 

一人ひとりが自分らしく過ごせるための 

サポートをいたします。お困りの際は 

がん相談支援センターまでご相談ください 


